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【手続補正書】
【提出日】平成27年8月27日(2015.8.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物理的に改変された脂肪球を含む乳原料を架橋酵素で処理し、且つ酸敗させることを特
徴とする、酸性乳製品の製造方法。
【請求項２】
　物理的に改変された脂肪球を含む前記乳原料が、乳原料の脂肪球の粒径及び粒度分布を
物理的に改変することによって得られることを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　物理的に改変された脂肪球を含む前記乳原料が、乳原料の脂肪部分を物理的に改変する
ことにより及び物理的に改変された乳原料の脂肪部分を非均質化無脂肪乳又は従来法で均
質化された無脂肪乳と組み合わせることにより得られることを特徴とする、請求項１に記
載の方法。
【請求項４】
　物理的に改変された脂肪球を含む前記乳原料が、天然の及び／又は物理的に改変された
脂肪球を非均質化無脂肪乳又は従来法で均質化された無脂肪乳と組み合わせることによっ
て得られることを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記架橋酵素での処理が、酸敗の前、酸敗と同時、又は酸敗の後になされることを特徴
とする、請求項１～４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記方法が、以下の工程、
　前記乳原料の前記脂肪球の粒径、粒度分布、組成及び状態を物理的に改変する工程、
　酸敗させる工程、
　架橋酵素で処理する工程、
　任意に得られる製品を包装する工程、
を含むことを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記方法が、以下の工程、
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　前記乳原料の前記脂肪球の粒径、粒度分布、組成及び状態を物理的に改変する工程、
　包装する工程、
　包装内で酸敗及び架橋酵素で処理する工程、
を含むことを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記方法が、以下の工程、
　任意に前記乳原料の組成を調整する工程、
　任意に前記乳原料を熱処理する工程、
　前記乳原料の前記脂肪球の粒径、粒度分布、組成及び状態を物理的に改変する工程、
　任意に熱処理する工程、
　酸敗させる工程、
　架橋酵素で処理する工程、
　任意にレンネットを加える工程、
　任意に熱処理する工程、
　任意に他の原料を加える工程、
　任意に得られる製品を包装する工程、
を含むことを特徴とする、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　高圧均質化及び／又は精密ろ過によって、物理的に改変された脂肪球を含む前記乳原料
が得られる及び／又は前記物理的改変がなされることを特徴とする、請求項１～８のいず
れか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　レンネットの添加と共に又はレンネットの添加なしに、スターター、製品接種スタータ
ー、化学スターター、有機酸又は無機酸を加えることにより、前記酸敗させる工程が生物
学的になされることを特徴とする、請求項１～９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記方法が成分製造方法であり、その方法において包装工程の直前にのみ異なる脂肪及
びタンパク質含量を有する乳成分を組み合わせる、請求項１～１０のいずれか１項に記載
の方法。
【請求項１２】
　前記製造方法が連続方法又はバッチ方法である、請求項１～１１のいずれか１項に記載
の方法。
【請求項１３】
　酸敗させる工程が、前記製品が包装される前にタンク内で又は包装の直後に消費者若し
くは食品サービス用包装内で行われることを特徴とする、請求項１～１２のいずれか１項
に記載の方法。
【請求項１４】
　請求項１～１３のいずれか１項に記載の方法によって調製されることを特徴とする、酸
性乳ベース製品。
【請求項１５】
　製品中の脂肪球の大きさが約２０ｎｍ～約１μｍであることを特徴とする、酸性乳ベー
ス製品。
【請求項１６】
　前記脂肪球のメジウムサイズが約１μｍ未満、好ましくは約２００ｎｍ～約５００ｎｍ
であることを特徴とする、請求項１５に記載の製品。
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